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　4月29日に福井地方裁判所で行われた、高校生
模擬裁判選手権で、勝山高校チームが準優勝しま
した。
　この大会は事前に渡された捜査報告書などを基
に、検察側または弁護側になり実際に裁判を行い、
尋問の的確さや論理構成などを審査する大会です。
　大会前に捜査報告書を渡されたときから結論を
得るまでの過程での資料作成、法廷で論理的な説
明をするための関係を模造紙に図示し、説明の仕

方をチーム
で考え、大
会の前日ま
でにできる
ことを最大
限で努力し
たので、「勝

山高校」の名前が呼ばれたときは、
声をあげて喜びを爆発させたそうです。
　模擬裁判を体験してみて、ドラマとはずいぶん
違う雰囲気の中で裁判が進んでいくことを知り、
裁判自体の見方が変わったそうです。
　また、物事の見方が、一方向からではなく様々
な角度で見られるようになったそうです。
　更に、裁判は法律をしっかり学んでおかないと
できないものかと考えていましたが、自分の身に
つけた知識で論理的に組み立てていくことが大切
だと思ったそうです。
　7月30日㈯に行われる中部北陸大会は「2年連続
優勝を目指す!!」とメンバー全員が決意を新たにし
ていました。

出会い・ふれあい
目標　中部北陸大会　２年連続優勝！！

長谷川円香さん ＝若猪野＝ 山口　由華さん ＝矢戸口＝
森石　美桜さん ＝堀名＝ 小池　史佳さん ＝郡町1＝
秦　　千里さん ＝芳野町1＝ 原田　真琳さん ＝毛屋町＝
田畑奈那子さん ＝北六呂師＝ 山田穂乃香さん ＝郡町2＝
勝山高等学校　２年生

南
無
阿
弥
陀
佛
の
供
養
碑

　

碑
は
主
要
地
方
道
勝
山
・
丸
岡
線
の
、
北
郷

町
坂
東
島
か
ら
永
平
寺
町
栃
原
区
に
向
か
う
道

路
の
右
側
に
建
つ
。
砂
利
採
集
場
入
口
の
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し

栃
原
側
に
一
画
を
設
け
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
碑

の
表
は「
南
無
阿
弥
陀
佛
」と
あ
り
側
面
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天

保
）
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三
壬
寅
■
六
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釋
し
ゃ
く

義
雄
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

地
元
で
は
碑
の
建
つ
場
所
を
天
狗
松
と
称

し
、
人
や
馬
が
落
ち
る
お
ぞ
ま
し
い
場
所
と
さ

れ
て
い
た
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江
戸
時
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に
あ
っ
て
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丸
岡
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か
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、
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か
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法
寺
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か
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い
わ
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の
頂
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あ
た
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場
所
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あ
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北
郷
村
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よ
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記
し
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る
。
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こ
の
よ

う
な
情
況
を
見
か
ね
て
道
路
改
修
に
立
ち
あ

が
っ
た
の
が
、
天
爵
大
神
こ
と
水
谷
忠
厚
で
、

今
も
明
治
中
期
に
改
修
さ
れ
た
旧
道
が
一
部
残

る
。
道
の
途
中
に
は
そ
の
工
事
中
に
亡
く
な
っ

た
木
下
吉
郎
右
衛
門
の
墓
が
あ
る
。

　

側
面
に
「
釋
義
雄
」
と
あ
る
人
物
は
、
北
郷

町
伊
知
地
の
森
景
道
場
文
書
に
見
ら
れ
る
森
景

義
雄
と
思
わ
れ
る
。
弘
化
３
年
（
１
８
４
６
）

の
史
料
に
よ
る
と
、
彼
は
永
平
寺
の
出
入
医
師

を
勤
め
て
い
た
。
帯
刀
を
許
さ
れ
永
平
寺
出
入

り
の
際
は
弓
張
・
小
田
原
提
灯
で
往
来
す
る
こ

と
を
許
さ
れ
た
。
駕か

ご籠
も
残
さ
れ
て
い
た
が
現

在
は
尊
光
寺
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

駕
籠
で
の
永
平
寺
往
来
の
際
、
多
く
の
人
達

が
こ
の
難
所
で
命
を
落
と
し
苦
し
む
の
を
見
か

ね
、
そ
の
供
養
の
た
め
こ
の
碑
を
建
て
た
の
で

あ
ろ
う
。
天
保
13
年（
１
８
４
２
）と
あ
る
の
で
、

義
雄
が
出
入
医
師
を
勤
め
て
い
た
頃
に
建
て
た

の
で
あ
ろ
う
。
子
孫
の
方
の
お
話
に
よ
る
と
、

か
た
わ
ら
の
お
地
蔵
様
は
義
雄
の
子
が
祀
っ
た

と
聞
き
伝
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

工
事
の
安
全
を
祈
る
た
め
、
砂
利
を
採
取
し

て
い
る
㈱
西
村
組
に
よ
り
、
碑
の
周
辺
が
整
備

さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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史
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虫
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
正
し
い
口
腔
ケ
ア

を
す
る
こ
と
と
定
期
的
な
歯
科
健
診

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

乳
幼
児
期
・
学
童
期

　

乳
歯
の
虫
歯
と
永
久
歯
の
虫
歯
に

は
強
い
関
連
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
甘
い
飲
み
物
や
お
菓
子
の
摂

り
す
ぎ
に
注
意
し
、
お
や
つ
は
時
間

を
決
め
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
食
後
は
歯
磨
き
に
よ
っ
て

虫
歯
の
原
因
と
な
る
歯
垢
を
取
り
除

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
歯
磨
き
習
慣

の
確
立
の
た
め
、
ま
ず
は
お
子
さ
ん

に
自
分
で
磨
い
て
も
ら
い
、
大
人
が

仕
上
げ
磨
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
小
学

校
低
学
年
ま
で
は
大
人
に
よ
る
仕
上

げ
磨
き
が
必
要
で
す
。
う
が
い
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
フ
ッ
化
物
配

合
歯
磨
剤
を
使
用
す
る
と
虫
歯
の
予

防
に
よ
り
効
果
的
で
す
。

青
壮
年
期
・
高
齢
期

　

青
壮
年
期
以
降
は
、
歯
周
病
に
対

す
る
ケ
ア
が
必
要
で
す
。
歯
磨
き
に

加
え
歯
間
部
清
掃
器
具
（
デ
ン
タ
ル

フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
）
を
使

用
し
、
歯
と
歯
の
間
の
歯
垢
を
し
っ

か
り
落
と
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
喫

煙
や
過
度
の
飲
酒
は
歯
周
病
の
リ
ス

ク
を
高
め
ま
す
。
飲
酒
は
一
日
１
合

未
満
に
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
歯
の
ケ
ア
に
つ
い
て
振
り

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
毎
食
後
、
歯
磨
き
を
し
て
い
る

□ 

規
則
正
し
い
時
間
に
食
事
を
摂
っ

て
い
る

□ 

正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
方
法
を

知
っ
て
い
る

□ 

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
が
あ
る

□ 

定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
て
い

る

　

い
く
つ
チ
ェ
ッ
ク
が
つ
き
ま
し
た

か
？
一
つ
で
も
多
く
チ
ェ
ッ
ク
が
つ

く
よ
う
、
取
り

組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

問   

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
8
8
8

自分の健康は
自分でつくり守る

す こ や か
勝 山 12 か 条

第６条「１日３回歯を磨こう」第３回

件数内訳 平成28年５月末 前年比

総件数 １７４件 －２６件

人身事故
（うち高齢者）

９件
(１)

－７件
(－４)

死　者
（うち高齢者）

１人
(０)

０人
(－１)

傷　者 ８人 －８人

物損事故 １６５件 －１９件

６月の納税

4月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 5月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,622人 7 －12 －5 10 －15 －5 11,612人 －10人
女 12,725人 5 －15 －10 22 －27 －5 12,710人 －15人
合　計 24,347人 12 －27 －15 32 －42 －10 24,322人 －25人
世帯数 8,048世帯 8,034世帯 －14世帯

人口の動き

市・県民税▶第1期
納期限▶6月30日㈭　口座振替▶6月27日㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

恐竜博物館行事案内

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

6月22日㈬、7月13日㈬

「親子で化石のレプリカを
つくろう！」

6月19日㈰
恐竜ふれあい教室

「恐竜の繁殖」普及講演6月26日㈰

「鳥の骨に残る恐竜の痕跡」7月3日㈰
博物館自然教室

「親子で恐竜模型を
つくろう！」

7月18日（月・祝）
恐竜ふれあい教室

休館日

行ってみよう

湯ったり勝山
　５月の「湯ったりの日」
は、毛糸で動物ぽんぽん
を作りました。参加者は
真剣に毛糸の玉をクマの
顔に整えていき、できあ
がった物を手にして満足
そうでした。

申・問　地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

※ 詳しくは恐竜博物館のホームページをご覧ください

次回のマイステージ▶6月12日㈰
　輪投げやビンゴケームなどの遊びコーナーを設
けます。クロカンマラソンの帰りなどにお越しく
ださい。


